
教育目標 ディプロマポリシー 1年次前期科目 1年次後期科目 ２年次前期科目 ２年次後期科目

現代子ども論 日本国憲法 教育制度 保育者の職務と意義

教育原理 子ども家庭福祉 子ども家庭支援 子どもの理解と援助

保育原理 社会的養護Ⅰ 子ども家庭支援の心理学 子どもの食と栄養Ⅱ

社会福祉 子どもの保健 子どもの食と栄養Ⅰ 子育て支援

発達心理学 乳児保育Ⅱ 社会的養護Ⅱ

保育内容総論Ⅰ 教育実習指導Ⅰ 保育実習指導ⅠB

乳児保育Ⅰ 保育実習指導ⅠA

教育実習指導Ⅰ

保育原理 保育カリキュラム論 子どもと運動遊び 教育の方法と技術

幼児と健康 保育内容（健康）の指導法 子どもと音遊び 教育実習Ⅱ

幼児と人間関係 保育内容（人間関係）の指導法 子どもと造形遊び 教育実習指導Ⅱ

幼児と環境 保育内容（環境）の指導法 教育方法論 保育・教職実践演習（幼稚園）

幼児と言葉 保育内容（言葉）の指導法 保育実習ⅡＡ

幼児と表現 保育内容（表現）の指導法 保育実習ⅡＢ

保育内容総論Ⅰ 保育内容総論Ⅱ 教育実習指導Ⅱ

乳児保育Ⅰ 教育実習指導Ⅰ 保育実習指導ⅠB

教育実習指導Ⅰ 保育実習指導ⅠA 保育実習指導ⅡA

保育実習指導ⅡB

野外活動 子どもの健康と安全 子ども家庭支援の心理学 保育者の職務と意義

幼児と健康 保育内容（健康）の指導法 子どもの食と栄養Ⅰ 特別支援教育

幼児と人間関係 保育内容（人間関係）の指導法 子どもと運動遊び 子どもの理解と援助

幼児と環境 保育内容（環境）の指導法 子どもと音遊び 子どもの食と栄養Ⅱ

幼児と言葉 保育内容（言葉）の指導法 子どもと造形遊び 教育の方法と技術

幼児と表現 保育内容（表現）の指導法 教育方法論 教育相談

音楽の基礎A 保育内容総論Ⅱ 障害児保育Ⅰ 障害児保育Ⅱ

合唱 乳児保育Ⅱ 社会的養護Ⅱ 子育て支援

合奏 音楽の基礎B 音楽の応用 社会的養護の展開　

教育実習Ⅰ 造形の基礎 器楽 子どもの生活

合唱 保育実習ⅠＢ 児童文化

合奏 保育実習ⅡＡ 保育の表現

保育実習ⅠＡ 保育実習ⅡＢ 音楽の発展

教育実習Ⅱ

基礎日本語 基礎演習Ｂ 基礎日本語 英語コミュニケーション

幼児と健康 基礎日本語 子どもと運動遊び 基礎日本語

幼児と人間関係 音楽の基礎B 子どもと音遊び 教育相談

幼児と表現 造形の基礎 子どもと造形遊び 子育て支援

音楽の基礎A 合唱 音楽の応用 子どもの生活

合唱 合奏 器楽 保育の表現

合奏 保育実習ⅠＡ 保育実習ⅠＢ 音楽の発展

教育実習Ⅰ 保育実習ⅡＡ 教育実習Ⅱ

保育実習ⅡＢ 卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅰ

現代子ども論 基礎演習Ｂ 海外語学研修 英語コミュニケーション

基礎演習Ａ 日本国憲法 スポーツサイエンスＡ スポーツサイエンスＢ

倫理学 英語Ⅱ 基礎日本語 基礎日本語

英語Ⅰ 海外語学研修 卒業研究Ⅰ 保育・教職実践演習（幼稚園）

情報処理基礎 基礎日本語 卒業研究Ⅱ

キャンプ概論

野外活動

基礎日本語

人
間
性

（４）
日常的に保育者としての自
覚を持ち、倫理観・道徳心
のもと責任ある言動を取る
ことができる保育者を養成
する。

（４）
他者を尊重する態度と
倫理観をもち，協働す
ることができる。

（５）
子どもと共感できる、豊か
な感性と情操を身につけた
保育者を養成する。

社
会
性

（６）
保育者としてのコミュニケー
ション能力を有し、職場にお
いて協働できる保育者を養
成する。

（７）
社会の一員としての教養を
身につけ、生涯に渡り主体
的に学ぶことのできる保育
者を養成する。

（５）
社会人としての教養を
身につけ、自ら問題を
発見し解決していくこと
ができる。

子ども学科　　履修系統図　
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総
合
的
実
践
力

（１）
多角的視野と総合的視野
に裏付けされた思考と判断
を持って保育が実践できる
保育者を養成する。

（１）
保育・教育の本質を説
明することができる。

（２）
観察－分析－計画－実行
のサイクルにより、向上的
に保育が実践できる保育者
を養成する。

（２）
保育の対象と内容を理
解し，総合的に保育を
計画し実践することが
できる。

（３）
子どもの育ちを支えること
ができる、専門的知識と技
術をもった保育者を養成す
る。

（３）
保育をするための方法
や技術を身につけ，実
践することができる。


